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 １．姶良市総合戦略とは 

 

◆姶良市総合戦略の定義と位置付け 

  我が国では、政府のまち・ひと・しごと創生総合戦略と地方版総合戦略が策定さ
れて 10 年が経過しましたが、日本全体では「人口の減少」と「地方の疲弊」とい
う構造的な課題の解消には至らず、東京圏への人口の集中にも歯止めがかかってい
ない状況にあります。 

  本市においては、人口減少に対する課題等の認識共有を図り、地方創生の実現を
目指した「第２期姶良市総合戦略」を 2020(令和２)年３月に策定しました。姶良
市総合戦略では、2025(令和７)年時点の人口目標を８万人とし、この目標人口達成
のため４つの基本目標を定め、各目標に対しては計画期間内に達成すべき数値目標
を掲げ、本市のまち・ひと・しごとの創生1に取り組んできました。 

  これまでの間、本市の人口は増加をし続け、姶良市人口ビジョン2で設定した本市
独自推計の将来人口に沿った推移となるなど、人口増加対策としての第２期姶良市
総合戦略は一定の効果をもたらしました。 

  しかし、日本全体では急速なペースで人口減少・少子高齢化が進んでおり、また、
新型コロナウイルス感染症の影響によるテレワークの普及や地方移住への関心が高
まるなどの社会情勢の変化を背景に、デジタルの力を活用しつつ、地域の個性を活
かしながら地方の社会課題解決や魅力向上の取組を加速化・深化するため、国は令
和４年 12 月に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定しております。また
令和６年 10 月に、「新しい地方経済・生活環境創生本部」を設置し、同年 12 月に
「地方創生 2.0 の『基本的な考え方』」を決定したところです。 

本市においても、このような国の方針や社会情勢の変化に対応するため、また、
本市のまち・ひと・しごとの創生の一層の充実・強化を図るためには、切れ目のな
い取組を進める必要があることから、「第３期姶良市総合戦略」を策定します。 

   
◆本市の地域ビジョン(姶良市の目指す姿) 

姶良市の目指す姿は、市政全般にわたって最も基本となる「第２次姶良市総合計
画」で示す、以下の３つのまちづくりの基本理念「可能性全開  夢と希望をはぐ
くむまちづくり ひとりひとりが主役 住みよい県央都市 あいら 」とします。 

① 県央という地勢が創り出す姶良市の可能性（ポテンシャル）を活かす 
② 「くらしやすさ」をさらに高める 
③ 「協働」を深化させる 

 

◆計画期間 

第３期姶良市総合戦略の計画期間は、2025(令和７)年度から 2027(令和９)年度
までの３年間とします。 

 
1 まち・ひと・しごとの創生 次の３つを一体的に推進すること。 
  ①まち・・・市民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成 
  ②ひと・・・地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保 
  ③しごと・・地域における魅力ある多様な就業の機会の創出 
2 姶良市人口ビジョン 2060 年を終期とした人口の将来展望を示したもので、総合戦略の基礎資料となる。 
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第３期姶良市総合戦略と第２次姶良市総合計画、その他計画との関係 

 

姶良市 第２次姶良市総合計画 
(2019 2026) 

◆まちづくりの基本理念 
『可能性全開 夢と希望をはぐくむ 
 まちづくり』 

◆人口目標 
 『2025 年に人口８万人』 

【基本構想】 

【姶良市人口ビジョン】 
(2015 2060) 

姶良市独自の推計による 
人口将来展望 

 
① 分野別施策の展開 
・◆協働・自治 
 ◆子育て 
 ◆教育・文化 
 ◆健康・福祉 
 ◆産業・交流 
 ◆安全・安心 
 
②重点プロジェクト 
 ◆姶良市総合戦略の推進 
 
 

【後期基本計画】 
(2023 2026) 

 

・

・

・

・

【第３期姶良市総合戦略】 
(2025 2027) 

「しごと」と「ひと」の好
循環を創り、「まち」が支え
るという関係を構築する。 

 
・『働くなら“あいら”』 
・『訪れるなら“あいら”』 
・『子育てなら“あいら”』 
・『住むなら“あいら”』 
 

◆第３次姶良市観光おもてなし計画 
◆姶良市地域公共交通計画 
◆姶良市立地適正化計画 
◆第３次姶良市地域福祉計画    など 

その他の個別計画 

国

 

【まち・ひと・しごと創生】 

【⾧期ビジョン】 
2060 年に総人口１億人を確保する 
中⾧期展望 
◆人口減少問題の克服 
◆成⾧力の確保 

デジタル田園都市国家構想 
総合戦略 

2023 2027 年度の政策目標・施策 
◆４つの基本目標 
◆３つのデジタル実装の基礎条件整備 

・人口減少・少子高齢化 
・過疎化・東京圏への一極集中 
・地域産業の空洞化 

など 

 

第２期鹿児島県まち・ひと・しごと 
創生総合戦略 

◆３つの基本目標 
 Ⅰ「しごと」をつくる 
 Ⅱ「ひと」をつくる 
 Ⅲ「まち」をつくる 

鹿児島県

取
組
の
方
向
性 
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◆第２期姶良市総合戦略の効果検証（計画期間：2020～2024） 

2020（令和 2）年の国勢調査を基に国立社会保障・人口問題研究所3 (以下「社
人研」という。)が推計した本市の人口予測によると、2050 年には 6 万 4 千人（現
在の人口の８割程度）にまで減少すると想定されています。人口減少が及ぼす社会
的影響を回避するためには、早期に人口対策に取り組む必要があることから、第２
期姶良市総合戦略を策定し、2016（平成 28）年に策定した姶良市人口ビジョンに
て独自推計した人口の将来展望を実現することを目的に施策を進めました。 

本市独自の地方創生を実現するため、第２期姶良市総合戦略では、４つの基本目
標を設定し、計画期間中に達成すべき成果を数値目標として掲げました。また、基
本目標を達成するための具体的施策に対しては、事業の進捗を図る指標として重要
業績評価指標（以下「ＫＰＩ4」という。）を設定し、事業実施の状況、目標達成の
ための手段の改善について検証しました。 
 

 ・基本目標の達成状況 

基本目標 
数値目標 

（目標年次 2019） 
達成状況 達成率 

働くなら“あいら” 
 

産業・雇用の創出 

新規求職数に対する 
就職件数割合の増加 

50％ 
37.6％ 75.2％ 

訪れるなら“あいら” 
 

交流人口・移住定住人口増 

５年間の人口の社会動態数 

3,000 人 
2,362 人 78.7％ 

子育てなら“あいら” 
 

結婚、妊娠・出産、子育て支援 

５年間の年少人口増加数 

500 人 
111 人 22.2％ 

住むなら“あいら” 
 

いきいきと暮らし、支え合える地域づくり 

住みやすいまちであると感
じている市民の割合 

95％ 
89.1% 93.8％ 

 

４つの基本目標のうち３つが達成率７割を超える中、年少人口増加数については達
成率が３割以下にとどまりました。このことは、姶良市全体の人口が緩やかに増え続
けているものの、目標人口には届いていない一つの要因ともなっています。また、人
口増加の主要な要因である「社会増」については、子育て世代の転入が多い傾向であ
るものの、若者の転出抑制などの社会増による新たな人の流れはできていない実態を

 
3 国立社会保障・人口問題研究所 厚生労働省に設置されている国立の研究機関で、人口問題、社会保障について調査研究し

ている。 
4 ＫＰＩ Key Performance Indicator の略で、総合戦略においては、施策や事業ごとに達成すべき成果目標として設定する。 
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反映しています。また、新規求職者に対する就職件数割合についても目標を下回って
おり、近年の有効求人倍率の高さから、雇用と求職のミスマッチが生じていることが
明らかとなっています。 
 本市への転入については、鹿児島市、霧島市からの転入者が多数を占めるなど、近
隣都市のベッドタウン化の傾向が続いています。その鹿児島市や霧島市を含め県全体
の人口は減少傾向にあることから、今後、社会増を見据えた人口増を図るためには、
大都市圏を含めた広域的な人の流れを形成していく必要があり、移住・定住の前段階
として「関係人口5」の増加に向けた取組も重要となっています。 
 そこで、第３期姶良市総合戦略の策定に当たっては、これまでの取組を継続し、又
は強化するだけではなく、多様化する働き方やライフスタイルによるニーズへの対応
や、関係人口の創出など新たな人の流れを拡大する施策の取組が求められます。あわ
せて、本市が居住地としての魅力を感じられる取組、市の内外に対する「まちのブラ
ンディング6」にも取り組んでいかなければなりません。 
 
 
・具体的施策に設定したＫＰＩの達成状況 

地方創生の実現のためには、総合戦略に関係する施策の着実な推進が必要となりま
す。そのため、総合戦略の取組状況を評価するためのＫＰＩを設定し、その達成状況
を確認することとしています。 

第２期姶良市総合戦略において設定した全 36 のＫＰＩのうち、目標値以上の進捗
を果たしたとの評価である達成度Ａは８であり、予定どおり達成しているとの評価で
あるＢが８、おおむね達成のＣが９となっており、全体の約７割で達成しています。
これは、ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理、事業手法の見直し等を行ってきた結果で
あり、全体的にはおおむね達成できたものと評価できます。 

一方では、評価が高い指標の中には計画期間の早期に目標を達成している指標もあ
ることから、第３期姶良市総合戦略の効果検証の際には、選定した指標が「活動指標
7」なのか、あるいは「成果指標8」なのか明確にしたうえで、政策の実現に対する事
業の進捗を確認することとします。また、目標値の設定に当たっては、第２次姶良市
総合計画及び各個別の計画との整合性を確保することとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
5 関係人口 移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人の数 
6 ブランディング ブランディングとは差別化により付加価値を高め、信頼や満足感などに基づく繋がりを築く活動のこと。 
7 活動指標 行政活動に関する評価指標の１つ。事業の具体的な活動量や活動実績（公共サービス産出量）を測る指標。アウ

トプット指標ともいう。 
8 成果指標 行政活動に関する評価指標の１つ。行政活動の成果（政策の成果）を測る指標。受益者（国民や地域住民）の観

点からとらえた具体的な効果や効用を基準とする。アウトカム指標ともいう。 
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◆推進体制 

   

 ・市民や産官学金労言士9との協働 

   本市総合戦略に基づき、地方創生を効果的・効率的に推進していくためには、
市民やＮＰＯ10、関係団体、事業者等の参加・協力が不可欠です。そのため、総
合戦略を策定するに当たっては、市民や産官学金労言士等で構成される「姶良市
デジタル田園都市構想総合戦略推進会議（以下「推進会議」という。）」を設置し、
総合戦略の方向性や具体案について審議し、広く関係者の意見を反映することと
しています。 
 また、総合戦略の推進に当たっては、その効果検証や改定において推進会議に
て意見を求めることにより、その妥当性や客観性を担保すると同時に、幅広い層
の意見を反映することとしています。 

 

・姶良市総合戦略本部会議作業部会の設置 

   本市総合戦略を効果的かつ効率的に推進するために、地方創生に資する事業の
企画・立案、先進事例の調査・研究を目的とした「姶良市総合戦略推進本部会議
作業部会」を推進本部会議内に設置し、全庁横断的に地域課題解決に向けた取組
を進めています。 

 

 ・ＰＤＣＡサイクルの確立と運用 

   地方創生に向けた効果的な施策の推進にはＰＤＣＡサイクルに基づく効果検
証を実践することが必要不可欠となっています。総合戦略を策定し（Plan）、効
果的かつ着実に事業を実施していくとともに（Do）、総合戦略の進捗状況をＫＰ
Ｉの達成度により検証し、実施した事業の効果を分析した上で（Check）、必要な
改善を図ります(Action)。なお、Plan、Check、Action については、その妥当性
や客観性を確保するために、庁内組織である姶良市デジタル田園都市構想総合戦
略推進本部会議だけではなく、推進会議によっても検証することとしています。 

 
 

 
9 産官学金労言士 産=民間企業、官=行政、学=教育機関、金=金融機関、労=労働団体、言=メディア、士＝弁護士・税理士等 
10 ＮＰＯ Non-Profit Organization の略称で、様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを目

的としない団体の総称 

Plan

Do

Check

Action
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◆ＳＤＧｓとの関係 

  ＳＤＧｓとは『Ｓustainable Ｄevelopment Ｇoalｓ(持続可能な開発目標)』の
略称で、2015(平成 27)年９月の国連サミットにて採択された「持続可能な開発の
ための 2030 アジェンダ」に記載された 2016(平成 28)年から 2030(令和 12)年ま
での、持続可能な世界を実現するための国際目標で、17 のゴールから構成されて
います。 

  姶良市総合戦略の基本的な方向性は、ＳＤＧｓの理念と重なるものであることか
ら、総合戦略の着実な推進により、ＳＤＧｓの達成を目指します。そこで、総合戦
略の基本目標ごとに関連する開発目標を示します。 

 

 

１ 貧困を 
なくそう 

 

10 人や国の不平等 
をなくそう 

 

２ 飢餓を 
ゼロに 

 

11 住み続けられる 
まちづくりを 

 

３ すべての人に 
健康と福祉を 

 

12 つくる責任 
つかう責任 

 

４ 質の高い教育を 
みんなに 

 

13 気象変動に 
具体的な対策を 

 

５ ジェンダー平等を 
実現しよう 

 

14 海の豊かさを 
守ろう 

 

６ 安全な水とトイレ 
を世界中に 

 

15 陸の豊かさも 
守ろう 

 

７ エネルギーをみんなに 
そしてクリーンに 

 

16 平和と公正を 
すべての人に 

 

８ 働きがいも 
経済成⾧も 

 

17 パートナーシップで 
目標を達成しよう 

 

９ 産業と技術革新の 
  基盤をつくろう 
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２．目標人口 

 

 ◆姶良市人口ビジョンの概要 

  本市の人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生⾧期ビジョン」の趣旨を
尊重し、本市における人口の現状分析を行った上で、今後目指すべき将来の方向と
人口の将来展望を示すとともに、総合戦略策定の基礎資料とするべく、2016(平成
28)年２月に策定しました。 

  人口ビジョンの対象期間は、国の⾧期ビジョンと同様に 2060 年を基本とし、社
人研の人口推計を基礎数値として、総合戦略の推進による政策誘導効果を独自に設
定して推計しました。 

 

 

 

 姶良市人口ビジョンにおける独自推計の設定条件 

項目 
条件 

基準年・基準人口 合計特殊出生率11 純移動率12・移動数 

社
人
研 

■2020(令和２)年 
国勢調査人口 

■1.2 1.3 推移 ■社人研規定値 

本
市
独
自
推
計 

■2015(平成 27)年 
６月１日住民基本
台帳 

■2015(平成27)年は実績値
(1.538) 

■2020(令和２)年 1.669 
■2025(令和７)年以降は

1.8 

■社会動態の実績値の２倍程
度となるように移動率を
設定 

■2025(令和７)年以降は増
減の率を徐々に減らし最
終的に社人研の移動率と
した 

 

 
11 合計特殊出生率:「15 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、一人の女性がその年齢別出生率で一生の間に

生むとしたときの子どもの数に相当する。 
12 純移動率 ５年間に増減した人口のうち、移動に伴い増減した人口の割合を示し、正数は増加を、負数は減少を示す。 

74,809 

76,169 

78,057 

80,077 
79,406 

78,614 

76,348 
75,530 

73,748 

71,565 

75,173 74,848 
73,716 

72,016 

69,921 

65,000

70,000

75,000

80,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

姶良市人口ビジョンと社人研による将来推計の比較

人口ビジョ

ン

国立社会保

障・人口問

題研究所推

計(2023)

国立社会保

障・人口問

題研究所推

計(2018)

(人) 
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 ◆第３期姶良市総合戦略における目標人口 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 2016 年（平成 28 年）に策定した「姶良市人口ビジョン」の将来人口展望を継承
し、第３期姶良市総合戦略の目標人口とします。 
 

 

 

 

資料：姶良市人口ビジョン、住民基本台帳（各年 10 月 1 日） 

※人口ビジョンが 5 年ごとの将来人口を推定していることから、5 年間の人口増減が平均し

て推移するものとして毎年の推計人口として比較しました。13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
13 住基人口 住民基本台帳法の規定に基づき、住民票に登録されている者の総数 

77,677 

78,057 

78,461 

78,865 

79,269 

77,378 

77,641 
77,804 

78,001 

78,228 

77,000

78,000

79,000

80,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

姶良市人口ビジョンの人口展望と住基人口13の比較

人口ビジョン推計人口

住基人口

２０２７年時点の目標人口 ８０，０００人 

 

２０６０年時点の目標人口 ７０，０００人 

(人) 
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３．基本目標 

 第３期姶良市総合戦略では、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略にて定められ
ている「地方に仕事をつくる」「人の流れをつくる」「結婚・出産・子育ての希望をか
なえる」「魅力的な地域をつくる」の４つのデジタルの力を活用した地方の社会課題
解決・魅力向上の施策と、「デジタル基盤整備」「デジタル人材の育成・確保」「誰一人
取り残されないための取組」という３つのデジタル実装の基礎条件整備目標を踏まえ、
次の基本目標を設定します。また、第３期姶良市総合戦略の計画期間である 2027(令
和９)年度までに実現すべき成果指標として数値目標を基本目標ごとに設定します。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
141516 

 
14 交流人口 地域外からの旅行者や短期滞在者の数 
15 広域行政 住民の活動範囲が行政区域を越えて広域化していることから、複数の自治体が協力して事業を実施し、効率的か

つ効果的な事務処理を行うこと。 
16 持続可能なまちづくり 全ての人が安全で暮らしやすい居住環境や基本的なサービスが受けられ、自然災害にも強く、社会

的弱者にも配慮され、環境負荷が少なく、住み続けることができるまちづくり 

◆基本目標１ 『働くなら“あいら”』 

活力ある産業を育み、安心して仕事ができる県央都市あいら 

 
① 産業振興による地域経済活性化 
② 新たな産業と多様な就労機会の創出 
 

◆基本目標２ 『訪れるなら“あいら”』 

人々が行き交う魅力あふれる県央都市あいら 

 
① 地域の魅力と地域資源を生かした観光振興 
② 関係人口、交流人口 14 の創出・拡大 
③ 広域行政 15 など広域的な連携の推進 

◆基本目標３ 『子育てなら“あいら”』 

結婚、妊娠・出産、子育ての希望がかなう県央都市あいら 
 

① 結婚、妊娠・出産、子育てに対する切れ目のない支援体制の強化 
② 仕事と子育てを支える地域づくり、環境づくりの推進 
③ 未来を切り拓く力と郷土愛を育む地域全体による協働の子育ての推進 

 

◆基本目標４ 『住むなら“あいら”』 

誰もが安心していきいきと暮らし、住み続けたくなる県央都市あいら 
 

① 安全で安心して暮らし続けることができる、持続可能なまちづくり 16 の推進 
② いきいきと自分らしく暮らし続けることができる環境づくりの推進 
③ 市民ひとりひとりが活躍し、主役となる共生協働の地域づくりの推進 
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全体像 ４つの基本目標と相互の関係 

「しごと」と「ひと」の好循環をつくり、「まち」が支えるという関係を強化する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■数値目標（2025 年度～2027 年度の３年間） 

 

① 企業の立地協定件数(延べ件数)   49 件 

 

② ３年間の社会動態累計  1,818 人の増加 

 

③ ３年間の年少人口増加数         200 人 

 

④ 住みやすいまちであると感じている 

市民の割合                90％ 

 

 

基本目標１～働くなら“あいら”～ 

【産業、雇用の創出】 

基本目標２～訪れるなら“あいら”～ 

【関係・交流人口、移住定住人口増】 

基本目標３～子育てなら“あいら”～ 

【結婚、妊娠・出産、子育て支援】 

「しごと」と「ひと」の好循環 

基本目標４～住むなら“あいら”～ 

【誰もがいきいきと暮らし、住み続けたくなるまちづくり】 

「まち」が支える 
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37 件 49 件 
（参考）第２次姶良市総合計画後期基本計画(現状(2021) 34 件→目標(2026) 49 件) 

 

 
17 Society5.0 仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間社会

のことで、狩猟、農耕、工業、情報社会に続く新たな第５世代として、第５期科学技術計画にて提唱された。 
18 ICT Information and Communication Technology の略で、「情報通信技術」や「情報伝達技術」という。 
19 IoT Internet of Things の略で、モノ（物）をインターネットに接続する技術のこと。 

◆基本目標１ 『働くなら“あいら”』 

活力ある産業を育み、安心して仕事ができる県央都市あいら 
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指標の対象   

市内総生産における農業年間生産額 
18 億 5,100 万円 

(2021) 
20 億円(2025) 

市内林業素材年間生産量 20,876  (2023) 22,500  (2027) 

物産館における年間販売額 
243,086 千円 

(2023) 
260,000 千円

(2027) 
農商工・農福連携による新たな製品開
発数（3 年間累計） 

２件(2023) ３件(2027) 

再生可能エネルギー導入市有施設数 8 カ所(2023) 11 カ所(2027) 

 

 
20 SNS Social Networking Service の略で、インターネット上で交流したり、情報を共有したりできるサービス。 
21 再生可能エネルギー 太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、地熱など一度利用しても比較的短期間に再生が可能であ

り、資源が枯渇しないエネルギーのことで、温室効果ガスを排出しないこと、国内で生産ができるとい
う特徴がある。 
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15 歳から 24 歳までのいわゆる

 
22 デマンドタクシー 利用者の予約に応じて経路や時刻を変えて運行する事前予約制の乗り合いタクシー。 
23 スタートアップ 新しいビジネスモデルや市場を開拓し、社会に新しい価値を提供する企業や組織のこと。 
24 コワーキングスペース さまざまなバックグラウンドの人々が共同で作業する場所。 
25 DX（デジタル・トランスフォーメーション） デジタル技術を活用して事業や業務プロセス、製品・サービス、企業文化な

どを変革し、競争力を高めること。 
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指標の対象   

認定農業者数 91 経営体 100 経営体

合同企業説明会や職業体験への年間
参加事業者数 

124 事業者 130 事業者 

わくわくかごしま移住支援事業によ
る移住件数（３年間の累計） 

10 件 12 件 

 

  

 
26 デジタルスキル デジタル技術を活用してビジネスや組織を推進するために必要な知識やスキル、マインドのこと。 
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指標   

３年間の社会動態累計 1,818 人の増加 1,818 人の増加 

 
27 人口の社会動態数 人口の増減を表す人口動態のうち、転出入による人口増減を示した数 

◆基本目標２ 『訪れるなら“あいら”』 

人々が行き交う魅力あふれる県央都市あいら 
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指標の対象   

年間観光入込客数 1,215,439 人 1,256,000 人 

市内年間宿泊者数 104,881 人 121,000 人 

観光交流センター年間来館者数 35,828 人 39,000 人 
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 【

指標の対象   

市公式 LINE 登録者数（３年間累計） 7,882 人 20,000 人

ふるさと納税年間受理件数 42,031 件 50,000 件 

スポーツ施設等年間利用者数 460,661 人 470,000 人 

移住・定住年間相談件数 121 件 145 件 

 

 

 
28 e スポーツ エレクトロニック・スポーツの略。電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を指す。 
29 グリーンツーリズム:農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ余暇活動。 
30 サイクルツーリズム:自転車を使って観光や旅行を行うこと。 
31 スポーツツーリズム プロスポーツの観戦者やスポーツイベントの参加者と開催地周辺の観光とを融合させ、交流人口と地

域経済への波及効果などを目指す取組。 
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指標の対象   

公共施設の相互利用施設数(本市内) 8 カ所(2022) 10 カ所 

市町村連携による新規事業件数 
(３年間累計) 

8 件(2023) 9 件 

 

  

 
32 地政学的 ここでは地理的な位置関係により、経済的な影響が大きいことを表す。 
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指標  

３年間の年少人口増加数 123 人の増加 200 人の増加 

（参考）2018 2020 の年少人口増加数 74 人の増加 
 

 
33 年少人口 15 歳未満の人口 

◆基本目標３ 『子育てなら“あいら”』 

結婚、妊娠・出産、子育ての希望がかなう県央都市あいら 
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指標の対象   

妊娠・出産について満足している市民の割合 94.1％ 96％ 

子育て・保育サービス等年間相談件数 5,054 件 6,000 件 

出会いサポート支援事業年間実施回数 5 回 ６回 
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ＰＯ等と連携し
て

 

 (４月１日現在)

指標の対象   

待機児童数 13 人 ０人 

放課後児童クラブ待機児童数 25 人 ０人 
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34 高等教育機関 初等教育（幼稚園、小学校）、中等教育（中学校、高等学校など）の上に続く段階の教育で、大学や大学

院、高等専門学校、専修学校などの教育機関。 

子どもが「学習の中で PC・タブレット
などの ICT 機器を使うのは勉強の役に
立つと思う」と感じている割合 

66％(2022) 85％（2026） 

文化財情報のデジタル化及び公開件数 86 件 120 件 

郷土学習や郷土芸能への小中高生の年
間参加者数 

2,155 人 2,300 人 

家庭教育学級年間参加者数 4,119 人 4,500 人 
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住みやすいまちであると
感じている市民の割合 

89.1％ 9０％ 

◆基本目標４ 『住むなら“あいら”』 

誰もが安心していきいきと暮らし、住み続けたくなる県央都市あいら 
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空き家バンク年間登録件数 ９件(2023) 11 件 

通学路防犯灯設置件数（延べ件数） 222 件(2024) 900 件 

応急手当講習受講者数(延べ人数) 20,252 人(2023) 32,000 人 
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-25-



 
 

生涯スポーツ年間参加者数 10,149 人(2023) 12,000 人(2027) 

特定健康診査年間受診率 
(国民健康保険被保険者) 

49.2%(2022) 60%(2026) 

平均自立期間(健康寿命35に係る日常
生活動作が自立している期間の平均） 

男性 80.2 歳(2022) 
女性 85.2 歳 

男性 80.2 歳(2026) 
女性 85.2 歳 

 
35健康寿命 人の寿命において「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」。 
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企画提案型まちづくり助成事業年間採択
件数 

16 件 17 件 

自治会の自主活動年間件数 2,288 件 2,400 件 

多文化共生に関する講座・交流イベント
年間実施回数 

０件 3 件 

 

  

 
36 EV Electric Vehicle の略。電気自動車。 
37 多文化共生 国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域の構成

員として共に生きていくこと。 
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５．関係資料集 

 ◆第２期姶良市総合戦略における基本目標及びＫＰＩの達成状況 

2020(令和２)年度から 2024(令和６)年度における 2023(令和５)年度末時点 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 働くなら“あいら”

活力ある産業を育み、安心して仕事ができる県央都市あいら

37.6％ 75.2％ D

施策１ 産業振興による地域経済活性化

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

千円 Ｈ28 2,459,000 2,500,000 2,151,000 86.3％ C

 Ｈ30 22,500 22,500 20,876 92.8％ B

経営体 Ｈ30 89 110 91 86.0％ C

施策２ 新たな産業と多様な就労機会の創出

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

％ Ｈ30 14.8 15.0 12 80.2％ C

回 Ｈ30 1 年間3回以上 0 0.0％ E

件 - 新規 30 10 41.7％ E

施策３ 地域資源の地産地消の促進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

カ所 R元 8 11 9 86.5％ C

千円 Ｈ30 217,827 230,000 243,086 106.8％ A

件 - 新規 5 3 75.0％ D

評価

市内林業素材生産量

指標名 目標値

数値目標

市内総生産における農業生産額

新規求職者に対する就職件数割合 50.0％

基準値重要業績評価指標

農商工・農福連携による新たな製品開発
数（５年間累計）

かごしま移住就業・起業支援事業による
移住件数（５年間累計）

重要業績評価指標

達成状況 達成率

物産館における販売額

認定農業者数

重要業績評価指標 基準値

あいらふるさとハローワーク就職率

基準値

外国人労働者に対する講習会等の実施回数

再生可能エネルギー導入市有施設数
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基本目標2 訪れるなら“あいら”

人々が行き交う魅力あふれる県央都市あいら

2,362人 78.7％ D

施策１ 地域の魅力と地域資源を生かした観光振興

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

人 Ｈ30 1,238,898 1,328,000 1,215,439 92.8％ B

人 Ｈ30 81,570 90,000 104,881 118.8％ A

人 Ｈ30 38,463 41,000 35,828 88.5％ C

施策２ 関係人口、交流人口の創出・拡大

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

件 Ｈ30 12,568 16,000 42,031 274.5％ A

人 Ｈ29 439,000 469,800 460,661 99.4％ B

件 Ｈ30 89 95 121 129.0％ A

施策３ 広域行政など広域的な連携の推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

％ Ｈ30 76.5 90 64.7 74.1％ D

カ所 Ｈ30 7 10 8 85.1％ C

件 R1 3 15 11 91.7％ B

数値目標
達成状況 達成率 評価

指標名 目標値

基準値

５年間の社会動態累計 3,000人の増加

重要業績評価指標 基準値

年間観光入込客数

市内年間宿泊者数

ふるさと納税受理件数

スポーツ施設等年間利用者数

移住・定住年間相談件数

観光交流センターの年間来館者数

重要業績評価指標

重要業績評価指標 基準値

かごしま連携中枢都市圏ビジョン進捗率
（時点評価Ａの割合）

公共施設の相互利用施設数(姶良市内)

市町村連携による新規事業件数
（５年間累計）
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基本目標３ 子育てなら“あいら”

結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなう県央都市あいら

111人 22.2％ E

施策１ 出会い・結婚・妊娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援体制の強化

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

％ Ｈ30 88.3 96 94.1 99.6％ B

件 Ｈ30 5,087 6,000 5,054 86.9％ C

回 - 新規 年2回以上 5 312.5％ A

施策２ 仕事と子育てを支える地域づくり、環境づくりの推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

人 R元 95 0 13 146.2% A

人 R元 7 0 25 5.6% E

％ Ｈ30 53.5 70 - - E

施策３ 未来を切り拓く力と郷土愛を育む地域全体による協働の子育ての推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

人 Ｈ30 2,000 2,500 2,155 89.8％ C

人 Ｈ30 1,908 2,400 2,725 118.4％ A

事業者 Ｈ30 129 200 178 95.8％ B

家庭教育学級年間参加者数

中学生の職場体験登録事業者数

基準値

郷土学習や郷土芸能への小中高生の年間
参加者数

出会いサポート支援事業実施回数

重要業績評価指標 基準値

放課後児童クラブ待機児童数(４月１日現
在)

待機児童数(４月１日現在)

ワーク・ライフ・バランスの認知度
(アンケート調査による)

重要業績評価指標

子育て・保育サービス等年間相談件数

数値目標
達成状況 達成率 評価

指標名 目標値

５年間の年少人口増加数 500人

重要業績評価指標 基準値

妊娠・出産について満足している市民の割合
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基本目標４ 住むなら“あいら”

誰もが安心していきいきと暮らし、生涯活躍できる県央都市あいら

89.1% 93.8％ B

施策１ 安全で安心して暮らし続けることができる、持続可能なまちづくりの推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

件 Ｈ30 16 25 9 38.8％ E

％ Ｈ30 15 95 94 119.0％ A

人 Ｈ30 10,000 35,000 20,252 67.5％ E

施策２ いきいきと自分らしく暮らし続けることができる環境づくりの推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

人 Ｈ30 12,482 15,500 10,149 68.1％ E

％ Ｈ30 50.0 60.0 49.2 84.8％ C

成人男性 ％ Ｈ30 32.3 40 - - E

成人女性 ％ Ｈ30 18.4 40 - - E

施策３ 市民ひとりひとりが活躍し、主役となる共生協働の地域づくりの推進

単位 目標値 達成状況 達成率 評価

％ - 新規 51 38.0 93.1％ B

％ Ｈ29 2,367 2,400 2,288 95.3％ B

％ - 新規 年3回以上 1 33.3％ E

特定健康診査受診率
(国民健康保険被保険者)

基準値

空き家バンク年間登録件数

応急手当講習受講者数

重要業績評価指標 基準値

生涯スポーツ年間参加者数

在住外国人向けの講座・交流イベント実
施回数

重要業績評価指標

達成状況 達成率 評価

指標名 目標値

運動習慣者の割合

企画提案型まちづくり助成事業採択件数
(５年間の累計)

自治会の自主活動年間件数

自治会防犯灯のＬＥＤ化率

数値目標

住みやすいまちであると感じている
市民の割合

95%

重要業績評価指標 基準値

評価ランク表

評価ランク Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

評価基準
（達成率）

100以上 90以上100未満 80以上90未満 70以上80未満 70未満
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 ◆第３期姶良市総合戦略の策定経過   

年 月 日 経 過 
令
和
５

６月 第２期姶良市総合戦略令和４年度分進捗状況調査 
12 月 第２期姶良市総合戦略令和５年度分進捗状況調査 

令
和
6
年 

１月 15 日 令和５年度姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議 
２月７日 姶良市議会議員全員協議会へ報告 

２月 14 日 令和５年度姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議 
３月 18 日 令和５年度姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議作業部会 
４月 15 日 令和６年度第１回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議作業部会 
５月 13 日 デジタル田園都市国家構想に関する市町村等説明会 
5 月 20 日 令和６年度第２回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議作業部会 
６月５日 令和６年度第１回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議 

６月 17 日 令和６年度第３回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議作業部会 
７月 16 日 令和６年度第４回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議作業部会 
８月 19 日 令和６年度第１回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議 
９月 10 日 姶良市議会議員全員協議会へ報告 
９月 11 日 令和６年度第 2 回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議 
9 月 10 月 第３期姶良市総合戦略（素案）に対する意見募集（パブリックコメント） 

令
和
7
年 

2 月 12 日 令和６年度第 3 回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議 
3 月 17 日 令和６年度第２回姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進本部会議 

3 月 19 日 第３期姶良市総合戦略の公表 

 

 ◆姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議の経過  

年 月 日 概  要 

令和６年２月 14 日 

令和５年度第 1 回推進会議 
 ・委嘱状交付 
 ・企業版ふるさと納税の寄附実績について 
 ・第２期姶良市総合戦略の効果検証 
 ・第３期姶良市総合戦略の策定方針について 

令和６年６月５日 
令和６年度第 1 回推進会議 
 ・第３期姶良市総合戦略素案について 

令和６年９月 11 日 
令和６年度第 2 回推進会議 
 ・第３期姶良市総合戦略素案について 

令和７年 2 月 12 日 
令和６年度第 3 回推進会議 
 ・第３期姶良市総合戦略案について 
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 ◆姶良市デジタル田園都市構想総合戦略推進会議委員  

（委嘱期間 令和 6 年 2 月 14 日から令和 8 年 3 月 31 日） 
   （敬称略） 

№ 種   別 氏  名 所存団体名称等 備 考 

1 産業（農林業） 湯之原 一郎 姶良西部森林組合 代表理事組合⾧  

2 産業（商工業） 鈴木 俊二 姶良市商工会 会⾧ 副会⾧ 

3 金融 向原 宏次 株式会社鹿児島銀行姶良支店 支店⾧  

4 教育（経済・観光） 石田尾 博夫 
第一工科大学名誉教授 
市過疎計画策定推進会議座⾧ 
市くすの湯検討委員会委員⾧ 

会⾧ 

5 
教育 

（子ども・子育て） 
藤田 麻美 

鹿児島国際大学非常勤講師 
市教育委員 

 

6 
デジタルトランス 
フォーメーション 

（誘致企業） 
村山 亙 

株式会社ＩＴブレイド取締役 
（鹿児島支店常駐） 

 

7 
子ども・子育て 
（地域づくり） 

種子田 璃紗 
一般社団法人ＡＲＵ 代表理事 
姶良市商工会青年部 副部⾧ 

 

8 
子ども・子育て 
（マスコミ） 

山本 奏恵 株式会社あいらＦＭ  

9 
その他市⾧が認める者
（国際交流 マスコミ） 

サンディー・ 
ユハス 

国際ジャーナリスト 
市クリエイティブアドバイザー 

 

10 
その他市⾧が認める者
（市民代表 若者） 

緒方 椛 
大学２年生 
Ｒ３・Ｒ４市過疎計画策定推進会議委員 
Ｒ４あいら若者まちづくり会議参加 

 

11 
その他市⾧が認める者

（市職員 若者） 
軸屋 健 

農業委員会事務局（入庁 ７年目） 
Ｒ４若手職員庁内プロジェクト参加 

 

12 
その他市⾧が認める者

（市職員 若者） 
藤原 えみる 

建設部都市計画課（入庁 ２年目） 
Ｒ４あいら若者まちづくり会議参加 
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◆統計資料 

 ①あいらふるさとハローワークにおける就職者、相談件数・ハローワーク国分管内

の有効求人倍率の推移 

（人）                                         （有効求人倍率 倍） 

 
出典：国分公共職業安定所 

 

 

 ②社会動態の推移 

（人）                                            （増減・人） 

出典：鹿児島県毎月推計人口調査結果 
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 ③年少人口の推移 

（人） 

 
出典：住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在） 

 

 

④住みやすいまちであると感じている市民の割合の推移 

                                    （％） 

 
出典：姶良市市民満足度調査 
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